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目黒稲門会会長挨拶
「会報発行に寄せて」

真仁田勉 昭和 28年法・碑文谷

去る 1月 30日 、日黒稲 lll会 の設立

総会とのその後の懇親会は、極めて

和やかな雰囲気の中で盛人に行われ

ました。早くから長い時間をかけ準

備された委員の方の正に献身の 1易で

あります。当日、参加された校友は、

若い気鋭の方から私のような世代迄

幅広く、また、その活躍されている

領域も実に様々であります。そして、

夫々「早稲田」への思いを胸に参加

されたのであります。私について中

せば、仲人迄して下さった恩師との

出会い、今日迄50年 に及ぶ多くの友

人、卒業後、早大OBな るが故に思い

もかけぬ方々とのめぐり合い、仕事

Lで与えられた数々のご厚情、等々

私にとって「早稲田」はかけがえの

ない母校であります。日黒稲門会が

この「早稲田」への思いを軸に、今

後会員相互の交流が深まり、発展す

ることを願っております。このため

会報が重要な役割を果たしてくれる

ものと期待しております。

“稲門会"

「早稲田大学のOBが集まるところ

でしょう・・・」

「耳にしたことはあるけれども、

日黒にそんな会あるの ?」

この様な会話を一度や三度、され

た方は多くおられると思います。

“稲門会"は、校友の交流を深め

母校の発展を支えると共に、地域社

会への貢献を目指す目的で任意に設

立され、その後早稲田大学より承認

を得るというプロセスで、各地域・

職域単位で組織されています。設立

何十周年という歴史のある稲門会も

多くある中で、日黒にはこの “稲門

会"が組織されておりませんでした。

早稲田大学の校友は全国で44万 人、

都内でH万 人、日黒区では 3千 人い

ると言われてお ります。 しかしなが

ら、残念なことに校友の転勤転居等

によって、1[確 に校友の連絡先を把

握 してお りません。そこで早稲田大

学当局並びに lll稲 田大学校友会より下

記のような要請がありました。

「早稲田大学が、今取 り組んでい

ることなどの現状を広 く校友に知っ

ていただき、理解をしていただきた

い。しかしなが ら、全校友の四分の

・にあたる校友が都内に在住してい

るにもかかわらず、すべての地域を

網羅できる稲門会体市Jが整ってお り

ません。まず第一に、大学のお膝元

であるこの東京 23区 すべての区に

“稲門会"を 設立し、平成11年 2月 の

第 3回東京23区稲門会連合大会に参

加していただきたい。」

この要請を受け昨年 5月 に、日黒

区在住で校友会費の支払をしている

校友約900名 にアンケートを送りまし

た。約200名 より連絡を頂き、22名が

「設立に協力したい」と返答されてき

ました。この22名 に連絡を取 り、 9

月25日 大限会館において、日黒稲門

会設立の準備委員会を発足させまし

た。

その後、平成H年 1月 30日 の日黒稲
門会設立総会に向けて、13回 の会合

を行い、会則案・役員案 。事業活動

案・予算案・設立総会会場の設定な

どを行って参りました。
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目黒稲門会設立総会風

1月 30日ウエスティンホテル東京 (ス

タールーム)に 、76名 の校友と13名 の

来賓が集い、目黒稲 Pり 会の歴史が華々

しくスタートいたしました。これで東京

23区のうち20番 目、全国で758番目の稲

門会の誕生です。定刻 2時 よりの第 1

部の設立総会では、司会樋日定広氏の

もと、上川俊雄氏より設立までの経過

報告がされ、議長鈴木正明氏、副議長

海沼美智子氏のもと会員1案、役員選任

案、活動計画案、予算案が厳粛に次々

に承認可決されました。さらに第 1部

の最後には、記念撮影が行われ、日黒

稲門会設立発会式にふさわしい、素晴

らしい写真ができあがりました (この写

真は後目参加された校友の方々に送ら

れました)。

第 2部の懇親会では、薪塩文夫幹事

司会のもと、日黒稲門会会長真仁田勉

氏、早稲田大学副総長佐藤英善氏、校

友会常任理事安宅武 ‐氏、日黒 |え 長薬

師寺克 氏́の挨拶の後、阿部菩久雄副

会長による乾杯が行われました。途中、

各稲門会支部及び日黒三日会 (慶應大

学OB会 )か らの祝電も読み Lげられ、

宴会の雰囲気は、初対面の校友がほと

んどにもかかわらず、何 卜年来の友の

ように、楽しく御歓談いただきました。

校歌斉唱、「これが楽しみで参加し

た。」という校友がおられました。東京

231X稲 門会連合幹事長の二本祐二郎

氏の指揮により、校友全員で大きな2

つの輪を作り「者るの西北」を歌い、渡辺

三郎 nnill会 長の閉会の辞で、これからの

会の発展を祈念し散会となりました。
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員  任期平成11年 1月 30日～平成12年 12月 31日

会  長  真11111勉 (1イ {和 28年法
`卑

文谷)

相 談 役  人賀Ji雄 (昭和11年 専政 中‖j)
品l‖ ‐■(Л

“

和21年 文 青葉台)

桜 ll輝隆 (Hイ i和 27年商 ノヽ雲 品川稲

門会会長)

加藤栄護 (Hイ 1和 31年 J里 I:布

"ノ

木坂 )

松戸猛 (H″和34年政経 五本木)

l・r藤嘉岡J(‖召和40年理 ll駒場 )

Ilt  間  大限ti行 (Hイ i和 52年推薦校友 白金)
小山宙メL(昭和26年 文 前早稲 Hl人

学総長)

星野聡史(関電「 代表取締役社長

FtlΠ イト)

副 会 長  阿剖S蕗 久夫 (H召和19年 専法 鷹番 )
渡辺三16(‖召和26年 Jl liイ 1由が 11)
|II沢イ1:平 (‖ ri和 27年政経 ドH11、1)
都築秀行(‖召和30年教育 ||!川 1)

横山人(日召和31年政経 |1黒本町)

鈴木1トリl(‖ r輛]351i政経 ドH ll、 1)

リト本成彦 (1肖和 1()年法 ll:Li黒 )

人山高lり 1(‖′i和 43年商 南)

海沼美智 rい平成 9年教研 三lll)

幹 事 長  浅海敏之 (Hイイ和34年政経「111」 黒 )
副幹事長   11り 1俊雄 (‖召和41年政経 ドH黒 )

'littl」 長  brll l定 広 (1′イ和17年 専法

“

中文谷)

中↑  `す
'  7:崎

正雄 (I′ 1和 47年商 H lll本 町)

llr塩文夫(‖ ri和 53年教育 鷹番)

高橋和彦 (H′ {和 58年社学 原‖J)

北條義幸 (｀ F成 3年商 青葉台)

小り憲 (｀ r成 6年人rl L‖黒 )

榊原劇‖(｀ r成 7年社学 1l H■ 1)

市川ルミ(｀ r成 8年 f■ ll 11叩 I)

監  事   |:方 li巳 (‖ rittΠ 27年政経●先足 )
林lll雅 俊 (‖書和31年商 駒場 )

事業活動
初年度は継続的な会員勧 li秀、i工菅体市」整備に重点

を・ iき ド記のTI業をi舌動する。

1年 1回の総会開催
2会報の発行 (年 2回 )

3役 員会の Jrl催
1近隣稲門公及び日II illl会 との交流

5講演会、コンサート等のイベント
6ゴ ルフ、つり、円碁、旅行、音楽等、趣味
の‖
`会

設立、運営

71:l稲 Ill大学 'li来への協力

8地域社会への貢献
*|」か他に共体的な活動案がありましたら、1'務
l」 までお寄せ ドさい。

目黒稲門会事務局より
これから地域の共41が ますます大 LJ」になる‖1代で

あると思います。

地域とのつながりを作る つの手段としても日黒
稲ド1会への加入をおすすめ致します。

1会員を募集しています。

会員の方々の知1人や友人を是非ご紹介下さ

い。日III区 在fL、 在勤の早稲国大学校友の

方、もしくは会員からの推薦のあった校友

の方ならどなたでも結構です。

2部会の企画iに参加してみませんか。
H‖1稲 門会会員の親陸の場、さまざまな部

会の
/「S口
iを  緒に取り組んでいただける方、

ご連絡 ドさい。

[1黒稲門会事務ムJ:

〒1530003 H:1、 1区碑文谷3417
TEL3723 2637 FAX3723 9720

早稲田大学校友会目黒稲門会設立、総会記念 1999130ウ エスティンホテル東京

第3回東京23区稲門会運含大会レポート

2り 119‖ 東京231Xす べての1l Ч会が″J

めて人集合,折 しもこの日、 11稲 ||1入学

の入学試験が行われ、高||11与場りtは 人薄と

本に 参加校友は受験生の中にもまれて、
緊張したそれぞれのあの時を1思い出した

はず リーガロイヤルホテル (タ イヤモ
ンドルーι、)σン■イ」は23カ )ワi 

Ⅲ
III‖ 稲

|‖ l会  の受イJは なかなか見つからず、あ
ったと思ったら、なんと最後 そうです、
5()「 1川貞にすると‖lllは  番最後なんです
ね こ存じでしたか 7
総合 J会 は、 1ヽ｀ヽキャスター本多常

郎氏 IT代 ||1稲 IЧ 会,=第 ^部稲 Ч会

,上合人会 井〔京231え 勢ぞろいのスター ト
ーーで 1ま 、 1〔京ζ3区稲 Ч会,上 合会長小松‖t

和人氏、使友会代ノこ幹 J「中山し宏氏の挨拶

から始ま )、  さまさまな報liFがイiオ対しま

した Jの価 ‖l会 を 3つのブロ ンクに分
け、各々のプロ ックに大学の校友i果のメ

ンバーが担口1に つきました “|l11,1校 友
会
¨
は第 3プ ロ ックに,'「属し、111ドリは人

‖1 古占サ‖ ,共 7卜  1多 1' |IL I‖ 7ヽ  i巷σ)(;

つの稲
‖
l会 .こ れにより23κすべての地

域を校友:,tが lLllNし 、緊密な大学と校友

の対係をつくるのがねらいです

第 1部は1記念|1別 企山|―金 lll経済 呼/11

への道と日本経済の展ヤ4 i llttll政 治

経済学部教授をコーデ ィネーターとし

て、パネリスト71佐 11氏 (ダ イヤモンド

社代表lR締 役社1()、 小島 |り l氏 (日 本経

,斉新μ‖社取締役論 |じι li中↑)、 尉1屋 典 r氏

(日 本|‖:券経済

“

り「究サリii:f千 研究〕t)、 口,村
lF:ア ジア人｀14洋イリl究センター教授 (元

人蔵省銀行九J長 )と 、各|IL界 で,lμだされ

ている校友を迎え、熱い議論が展 llさ れ

ました[依然として、厳しい状況 ドにお

かれている日本経済ではありますが、こ

こでもうひとンも`んばリリ|き 締めて、まだ

まだ日本もまんざらではないようです

よ:

第 1部は会J4/Jを 移して、懇親ハーティ

ーー奥「,)総長と人いに語る :米賓沼{介
の後、米賓代表奥島総 1この挨拶 llL稲 III

大学の現在の状況を、熱くそして熱く20

分:/li涯学習として、卒業後各界へはば

たいていった校友が、いつでも1呼び大学

に戻ってきてヽ4ンドことができるシステ′、

を、

“

:´ジていきたいと「Fら れておりまし

た 1吃十不の後は、 さまさ
゛
まな,奸で他の不満

ll会の方々とご1央 1歩 =途中、1可会稲 |‖l会

会長、小測恵 i首‖1か らの祝1七 も i売み 11

げられました=新設稲
‖
l会のホrl介 として、

Ⅲ
‖‖∴r品 門会

¨
も紹介され終始和やかな

雰レH気で過ぎていきました:最後は、今

にもホテルの人リトに111き そうな大きな本

物の応援 111“ 1を )ι 11げな力`ら、 jll役応1/x

部の演奏 折Iドで校歌を声高らかに歌
い、り」会となりました ,



目黒稲門会会則

第 1条 (名称)
本会は、日黒稲門会と称する。

第2条 (目的)
本会は、会員相互の親睦、交流を図るとともに、早
稲田大学校友会との連絡を密にし、早稲田大学の発
展ならびに目黒区の地域社会に寄与することを目的
とする。

第3条 (事業)
前条の目的を達成するために、下記の事業を行う。
1会員相互の親睦を図るための事業
2会員の啓発に関する事業
3早稲田大学および早稲田大学校友会の発展に寄与
する事業
4地域社会の発展に寄与する事業
5その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 4条 (事務局)
本会の事務局は目黒区内に置く。

第 5条 (会員資格)
1目黒区内に在住するか、日黒区内の各職域に勤務
する早稲田大学校友
2目黒区以外に在住する校友で、会員から推薦のあ
つた校友

第 6条 (役員)
本会は、次の役員を置く。

会長 :1名、副会長 :若干名、幹事長 :1名、副幹
事長 :1名、事務局長 :1名、幹事 :30名以内、
監事 :2名

第 7条 (役員の選任)
1会長、副会長、幹事および監事は、総会において
会員のなかから選出する。
2幹事長、副幹事長、事務局長は、幹事の互選によ
る。
3役員の任期は 2年とし再任を妨げない。ただし会
長職について1よ、2期を限度とする。

第 8条 (役員の職務)
1会長は本会を代表し、会務を統括する。
2副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、
会長の職務を代行する。
3幹事長は会長を補佐し、会務の執行を行う。
4副幹事長は会長、幹事長を補佐し、会務の執行を
イ予う。
5事務局長は会の事務を統括する。
6幹事は会の事業計画の企画、立案を行い、その執
行について幹事長、副幹事長と協議し、会務を処
理する。
7監事は本会の会計監査を行い、総会において報告
する。

第 9条 (顧間、相談役)
本会の発展のため、顧問ならびに相談役を置くこと
ができる。

顧間、相談役|よ、役員会の推薦により、会長が委嘱
する。

第10条 (総会)

1総会は会長が召集する。
2定時総会は毎年 1回とし、事業年度終了後 6ヵ月
以内に開催する。
3臨時総会は会長が必要と認めたとき、また1ま会員
20名以上の請求があつたとき開催することがで
きる。
4決議は出席者の過半数をもつて成立する。

第11条 (役員会)
1役員会は、会長、副会長、幹事長、副幹事長、事
務局長および幹事、ならびに監事をもつて構成し、
事業運営を協議、執行する。
2この会則に定めのない事項については、役員会に
おいて協議決定する。

第12条 (会計・口座)
本会の運営経費は、会費、寄付金、その他の収入を
もつてこれに充当する。本会口座を目黒郵便局に設
ける。

第13条 (会費)
本会の会費は年額5000円 とする。ただし卒業後 5
年未満の校友は年額3000円 とする。

第14条 (事業年度および会計年度)
本会の授業年度および会計年度 |よ、 1月 1日 より
12月 31日 までとする。

第15条 (会則の改廃)
会則の改廃 |ま、総会出席者の 3分の 2以上の承認を
得なけねばならない。

附則 :本会則は、平成11年 1月 30日 から施行する。

会it各 位の情報交換、会への不満、提 言、

アイデア等々云い放し、飲み放題、食べ 1/K題 、

日 frl泡を 1モばし放題の
jbjに 、雑談会合を5,Iよ

り i/1‐ 会の名称で llj月 第 :金曜日1810()よ り

00迄 ド記にて flき ます:各 位ら、るって参集

会費50001Ч  幹 J「長

記

ゴルフ部では日黒稲 Pl会第 l lulゴ ルフコンペを5月 25日 (火 )多

摩カントリークラブにて開催すべく準備を進めております。

稲門会設立の際皆様より寄せられましたアンケートの資料を

もとにゴルフ愛好者令員にご案 lAlを 差し上げておりま丸

資料が不充分で案内をお受け取 りになってない方がおられまし

たら幹事迄ご一報下さい。

幹事 鈴木正H/1
(033712‐ 5672)

麻雀へのお誘い

日黒稲 Fl会の事業の 環́ として、また会員相互の親 l右 を

1/1る ため、麻雀同好の会員及びご家族等による麻雀大会を

行いたいと思います。つきましては、麻雀大会にご参加を

希望される方は、四月ニ トロまでにお電話で下記までご連

絡 ください。景気もやや 卜向いてきたようですが、常 日頃

のス トレスを発散 し、お7rぃ に人いに楽 しみましょう。

なお、麻雀大会の 日時や場所等の詳細は、決まり次第、

お電 .「Iを いただいた方々に洩れなくお知らせいたします。

H‖ Iズ 中‖112520 ‖黒消防暑剣め前
llL′ 1ヽを  TEL:37192666

麻雀同好部会長 土方正巳
(連絡先電話) (03)‐ 3712‐8150

アタマの体操、囲碁部会員を募っ

ています。上手、ド手に開らず中

し込んでください。6月 4日の旅行

会にて第 一会開催如何でしょう

か ?

申し込み―――事務局まで。

編集より
1.会報の記事をお寄せ下さい。
目黒区内の便利な情報などなど、なんでもかまいません。
日黒稲門会会員限定の格安情報なんかは素晴らしいですね。店主の会員のみなさんよろしく御願いします。

目黒稲 F]会事務局 :FAX3723‐ 9720

:食 は‖111に あ り を標榜するのか グルメ会です 早
人OBの 外川賞作家、辺 )と氏の「物食う人々」を 読すれ
ば、我々は生きるために食べるのではなく、食べるため

に生きていることが納得できます

人41と は食することである、と理角イすれば楽しく｀「 和

な人′卜を送ることができます リーズナブルなri段 で■
味しいものをイイLか りたいかた、 ド記までご連絡 ドさい

連絡先 タルメ部会1こ れ,rl■ 1メ
TEL 3715 2236 

「
,ヽヽ 37(,(卜 5(X,8

行 J:予 定 515(I:)llJ・の化 :|テ ||

Iヽ'占沐1'1(お ‖:敷 )ヽ 51XX)ヽ

‖■1稲 円会のIL様 どうしの視眸をはかる、バラエテイに1‖んだ,tし

い旅行を考えております

ますは、気|`な「 ム:リ バス旅行」などはいかがでしょうか 1羊剰‖は、

改めてお知らせ致しますが、皆様ら、るってのご参加をお 711い いたしま

す

また、会11の lL様の中で、 般には知1ら れていないがIll薦 できる
観光場所をご存じのかた、リーズナブルな11金でユニークなアイデア

11富 な旅行企山iな どをおllちのかた、た非教えてください.

'■

絡先 旅行部会長 人竹 F
TE1  3712‐7()9()

目黒稲門会入金申込書
目黒稲門会に □入会する

氏名
(フ リガナ)

自宅住所 〒

TEL:

勤務先名

T

TEL:

□いずれ入会したい

卒業年
日召 不日
平 成

FAX:

年

男

女

こ記入の上FAXまたは下記宛ご郵送下さい。
FAX:03‐ 3723‐ 9720

〒152‥ 0013日黒区碑文谷3‥ 4‥ 17日黒稲門会事務局

学部

●プロ177-ルをお知らせいたロナれば幸いで魂

出身サークル/ゼミ

出身高校

趣味 特技

住所

FAX:


